
����������������

600㏄

29,500円29,500円

10,800円

34,500円34,500円
39,500円39,500円

45,000円45,000円
51,000円51,000円

58,000円58,000円

88,000円～88,000円～

111,000円111,000円

66,500円66,500円

76,500円76,500円

1,000㏄ 1,500㏄ 2,500㏄ 3,500㏄ 4,500㏄ (排気量)～

(税額)

2,000㏄ 3,000㏄ 4,000㏄

軽自動車税

刻みは不明だが…

自動車税

※歳入及び歳出については平成28年度決算額

歳入　約2.2兆円 歳出　約5.4兆円＋α

道路関係
（農林道含む）
約4.1兆円

道路関係
（農林道含む）
約4.1兆円

新設・維持
補修、点検
除排雪　等

新設・維持
補修、点検
除排雪　等

交通安全対策
約1.1兆円
交通安全対策
約1.1兆円

救急
約0.2兆円

救急
約0.2兆円

その他
(大気汚染
対策等)

その他
(大気汚染
対策等)

自動車税
約1.6兆円
自動車税
約1.6兆円

軽自動車税
約0.2兆円
軽自動車税
約0.2兆円

自動車
取得税
約0.1兆円

自動車
取得税
約0.1兆円

走行に係る燃料課税
(軽油取引税・地方揮発油税)
約1.2兆円を追加しても約3.4兆円。
歳出規模が大きく上回る。

自動車
重量譲与税
約0.3兆円

自動車
重量譲与税
約0.3兆円

※総務省ＨＰを基に本会作成

自
動
車
業
界
は
減
税
要
望

平
成
31
年
10
月
に
迫
っ
て

い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
対
し
、
自
動
車
業

界
か
ら
近
年
に
な
い
強
い
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
本
会
は
、
車

体
課
税
の
断
固
堅
持
を
強
く

求
め
て
い
る
。

28
年
12
月
の
「
平
成
29
年

度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」
で

は
、
自
動
車
に
係
る
税
に
つ

い
て
「
平
成
31
年
度
税
制
改

正
ま
で
に
、
安
定
的
な
財
源

を
確
保
し
、
地
方
財
政
に
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
し

つ
つ
、
自
動
車
の
保
有
に
係

る
税
負
担
の
軽
減
に
関
し
総

合
的
な
検
討
を
行
い
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
自
動
車

業
界
は
、

過
去
の
消

費
税
率
引

き
上
げ
に

伴
い
自
動

車
販
売
台

数
が
落
ち

込
ん
だ
こ

と
か
ら
、

税
率
引
き

上
げ
で
市

場
規
模
が

縮
小
さ
れ
、

国
内
の
雇

用
や
自
動

車
産
業
の
空
洞
化
、
衰
退

の
危
機
を
招
く
と
し
て
、

自
動
車
の
取
得
時
課
税
の

負
担
軽
減
と
、
欧
米
諸
国

と
比
較
し
て
過
重
と
な
っ

て
い
る
保
有
段
階
で
の
税

負
担
引
き
下
げ
を
要
望
し

て
い
る
。

特
に
自
動
車
の
保
有
に

係
る
税
負
担
に
お
い
て
、

自
動
車
税
の
税
負
担
水
準

に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
を

起
点
に
引
き
下
げ
る
こ
と

が
要
望
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
（
グ
ラ
フ
①
）
。

災
害
で
財
政
需
要
増
大

し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車

税
は
、
自
動
車
関
連
諸
税
の

中
で
、
軽
自
動
車
税
や
自
動

車
重
量
譲
与
税
な
ど
と
と
も

に
、
地
方
自
治
体
の
行
う
道

路
橋
梁
の
整
備
や
維
持
管
理

な
ど
の
中
心
的
な
財
源
で
あ

り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
経
費

は
現
在
に
お
い
て
も
車
体
課

税
や
燃
料
課
税
な
ど
を
合
わ

せ
て
も
は
る
か
に
上
回
っ
て

し
ま
っ
て
い
る（
グ
ラ
フ
②
）。

今
後
、
高
度
成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
は
一
段
と
進
み
、
さ
ら
に

近
年
、
大
災
害
が
増
加
す
る

中
、
防
災
・
減
災
へ
の
対
応

な
ど
、
財
政
需
要
は
増
大
し

て
い
く
こ
と
が
確
実
で
あ
る

（
グ
ラ
フ
③
）
。

自
動
車
業
界
は
日
本
の
保

有
課
税
は
国
際
的
に
高
額
で

あ
る
と
す
る
が
、
実
際
に
自

動
車
を
使
用
す
る
際
の
燃
料

課
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
で

は
、
先
進
国
中
で
も
高
い
と

は
言
え
な
い
（
グ
ラ
フ
④
）
。

年
4
千
億
円
も
の
減
収
に

自
動
車
業
界
の
要
望
に
従

え
ば
、
平
年
度
ベ
ー
ス
で
地

方
財
政
に
毎
年
お
よ
そ
4
0

0
0
億
円
も
の
巨
額
の
減
収

が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
に
関
し
代
替

案
の
税
財
源
が
提
案
さ
れ
な

い
の
は
、
地
方
財
政
が
直
面

す
る
厳
し
い
状
況
を
考
慮
し

て
い
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。

自
動
車
税
は
都
道
府
県
税

だ
が
、
減
収
分
を
補
填
す
る

代
替
税
源
が
な
け
れ
ば
地
方

交
付
税
の
配
分
が
都
道
府
県

に
大
幅
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、

市
町
村
財
政
の
安
定
も
大
き

く
損
な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

車車
体体
課課
税税

断断
固固
堅堅
持持
をを

貴貴
重重
なな
イイ
ンン
フフ
ララ
財財
源源

【
2
面
へ
続
く
】
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グラフ② 地方団体における車体課税等の税収と
自動車に関する行政サービスに要する費用

企画
特集

グラフ① 経済産業省・自動車業界の要望

※現行の自動車税率を基に本会作成
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(万円)

付加価値税等(燃料)
　　＋
個別間接税(燃料)

【燃料課税】

保有／利用課税

付加価値税等(車体)

取得課税

フランスイギリスドイツアメリカ

29.1万円

22.3万円20.8万円

5.2万円

日本

15.6万円

0.90.9
2.82.8

5.25.2

6.76.7

1.41.4
0.80.8

3.13.1

11.711.7

2.62.6

6.66.6

11.811.8

3.53.5

6.96.9 10.210.2

6.96.9

12.012.0

2,000㏄クラスの自家用車を想定した場合の仮定試算2,000㏄クラスの自家用車を想定した場合の仮定試算

3.73.7 3.13.1 6.66.6 6.96.9 17.117.1
8.98.9

3.83.8
9.29.2 10.510.5

17.117.1

0

25

50

75

100

平成45年平成35年平成25年

（％）

道路橋（約40万橋）
トンネル（約1万本）

【
1
面
か
ら
続
く
】

地
方
か
ら
強
い
要
望
を

地
方
の
立
場
と
し
て
は
税

制
改
正
に
当
た
り
、
貴
重
な

独
立
税
で
あ
る
自
動
車
税
や

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
、

そ
の
他
車
体
課
税
の
堅
持
は

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め

必
要
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に

は
▽
自
動
車
の
保
有
に
係
る

税
負
担
の
軽
減
に
関
す
る
総

合
的
な
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

29
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱

に
あ
る
と
お
り
、
代
替
税
源

が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
、
自

動
車
税
に
つ
い
て
、
軽
自
動

車
税
を
起
点
と
し
た
税
率
の

引
き
下
げ
を
図
る
な
ど
の
見

直
し
は
厳
に
行
わ
な
い
こ
と

▽
消
費
税
率
引
き
下
げ
に
伴

う
需
要
変
動
の
平
準
化
対
策

を
自
動
車
諸
税
に
お
い
て
講

じ
る
場
合
に
は
、
地
方
財
政

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

具
体
的
な
税
財
源
の
確
保
を

前
提
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
化

特
例
な
ど
政
策
税
制
の
活
用

に
よ
っ
て
検
討
し
、
環
境
性

能
割
の
一
時
停
止
や
導
入
延

期
、
非
課
税
化
な
ど
、
環
境

性
能
割
の
根
幹
に
影
響
す
る

措
置
は
厳
に
講
じ
な
い
こ
と

▽
自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
、

減
収
を
伴
う

見
直
し
が
行

わ
れ
る
場
合

に
は
、
市
町

村
へ
の
譲
与

分
に
係
る
減

収
に
見
合
う

代
替
財
源
を

確
保
す
る
こ

と
▽
自
動
車

取
得
税
・
自

動
車
重
量
税

に
係
る
エ
コ

カ
ー
減
税
、

自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税

に
係
る
グ
リ

ー
ン
化
特
例

の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、

税
制
の
グ
リ
ー
ン
化
機
能
を

強
化
す
る
観
点
か
ら
基
準
の

見
直
し
を
行
い
、
重
点
化
を

図
る
こ
と
―
な
ど
の
実
現
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
行

わ
れ
る
政
府
・
与
党
の
税
制

調
査
会
に
向
け
、
地
方
の
実

情
に
つ
い
て
の
強
い
声
を
各

議
会
か
ら
地
元
選
出
国
会
議

員
へ
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

総
務
大
臣
表
彰
式
が
挙
行

森
山
副
会
長
が
出
席

市
町
村
長
及
び
市
町
村
議

会
議
長
総
務
大
臣
表
彰
式
が

10
月
5
日
、
挙
行
さ
れ
、
本

会
か
ら
森
山
享
大
副
会
長

（
桐
生
市
議
会
議
長
）
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
。
本
会

の
被
表
彰
者
は
い
な
か
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
石
田
真
敏

総
務
大
臣
か
ら
式
辞
が
述
べ

ら
れ
、
表
彰
状
並
び
に
記
念

品
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

国
土
交
通

省
は
10
月
1

日
か
ら
、
自

動
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
地
域
版

図
柄
入
り
ナ

ン
バ
ー
交
付

を
開
始
し
た
。

「
走
る
広
告

塔
」
と
し
て
、

地
域
振
興

・
観
光
振

興
に
貢
献

す
べ
く
、

地
元
の
魅

力
あ
る
風

景
や
観
光

資
源
を
図

柄
に
し
て

い
る
。
プ
レ
ー
ト
は
料
金
の

ほ
か
1
0
0
0
円
以
上
の
寄

付
金
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
は

導
入
地
域
の
交
通
改
善
、
観

光
振
興
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
。

国
交
省
の
ま
と
め
で
は
、

9
月
28
日
時
点
で
の
事
前
申

し
込
み
は
41
地
域
で
1
万
27

件
。
そ
の
う
ち
約
4
分
の
1

の
2
3
8
1
件
が
カ
ー
プ
坊

や
を
配
し
た
福
山
ナ
ン
バ
ー

（
右
上
掲
）
で
、
2
位
が
1

2
2
7
件
で
く
ま
モ
ン
の
熊

本
ナ
ン
バ
ー
（
右
上
掲
）
と

な
っ
て
い
る
。
福
山
ナ
ン
バ

ー
は
福
山
市
、
尾
道
市
、
三

原
市
、
府
中
市
、
竹
原
市
な

ど
で
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

広
島
カ
ー
プ
の
応
援
に
も
一

層
熱
が
入
り
そ
う
。

カープ坊やがトップ、
くまモン2位

～フルカラーの図柄入り
ご当地ナンバープレート開始～

紹介を受ける
森山副会長

申し込み1位の福山ナンバー（上）と
2位の熊本ナンバー（下）
【出展：国土交通省ＨＰ】

平成45年
67％
50％

平成35年
43％
34％

平成25年
18％
20％

道路橋（約40万橋）
トンネル（約1万本）

グラフ④ 燃料課税と車体課税の国際比較（年間負担額）

※税率は平成29年12月現在
※財務省HPより抜粋

グラフ③ 建設後50年以上経過する社会資本の割合

50％

※国土交通省ＨＰインフラメンテナンス情報から本紙作成

67％

34％
43％

20％18％

第2063・4号 平成30年10月25日 （2）全国市 議 会 旬 報



本
会
の
監
事
で
あ
る
篠
山

市
は
、
徳
川
家
康
が
山
陰
道

の
要
衝
に
築
城
し
た
篠
山
城

の
城
下
町
で
、
江
戸
時
代
の

街
並
み
を
色
濃
く
残
す
小
京

都
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
。

市
の
中
心
に
位
置
す
る
篠

山
城
は
、
江
戸
城
改
築
に
腕

を
振
る
っ
た
築
城
の
名
人
藤

堂
高
虎
が
設
計
し
、
姫
路
城

を
現
在
の
姿
に
改
築
し
た
池

田
輝
政
が
建
築
し
た
「
日
本

1
0
0
名
城（
日
本
城
郭
協

会
選
）」の

一
つ
。
残

念
な
が
ら

天
守
閣
は

作
ら
れ
な

か
っ
た
が
、

あ
ま
り
に
も

堅
固
す
ぎ
て

幕
府
が
天
守
閣
を
作
ら
せ
な

か
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

篠
山
と
聞
い
て
ぼ
た
ん
鍋

や
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も
称
さ
れ

る
丹
波
篠
山
黒
豆
と
と
も
に
、

デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
想
起
す
る

方
も
多
い
の
で
は
。
デ
カ
ン

シ
ョ
節
は
明
治
時
代
の
バ
ン

カ
ラ
学
生
が
高
歌
放
吟
す
る

印
象
が
強
い
が
、
現
在
で
も

8
月
に
行
わ
れ
る
デ
カ
ン
シ

ョ
祭
で
歌
わ
れ
市
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
。

市
で
は
、
毎
年
歌
詞
を
公

募
し
て
お
り
、
今
年
は
全
国

か
ら
1
0
2
人
1
9
1
作
品

が
応
募
。
大
賞
に
は
「
粋
な

浴
衣
で
デ
カ
ン
シ
ョ
踊
る
、

お
ら
が
女
房
に
惚
れ
な
お
す

（
村
岡
孝
司
氏
作
）」
、
29
年

度
の
大
賞
は
「
霧
の
さ
さ
や

ま
枝
豆
実
る
、
年
が
明
け
た

ら
祝
い
豆（
加
戸
仁
志
氏

作
）」で
、
篠
山
の
風
情
あ
る

情
景
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

々
の
思
い
が
溢
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
「
篠
山
」
と
い
う

市
名
は
篠
山
城
（
篠
山
藩
）

に
由
来
す
る
が
、
も
と
も
と

「
丹
波
の
国
」
の
一
部
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
丹
波
篠
山
と

称
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
名

物
の
山
の
芋
や
栗
、
木
綿
を

は
じ
め
地
名
や
駅
な
ど
「
丹

波
」
が
多
数
冠
さ
れ
て
お
り
、

「
丹
波
篠
山
市
」
の
名
を
巡

っ
て
住
民
投
票
と
あ
わ
せ
て

市
長
選
挙
が
11
月
18
日
に
行

わ
れ
る
。

今今
もも
愛愛
ささ
れれ
るる

デデ
カカ
ンン
シシ
ョョ
節節
篠篠山山市市

第
4
次
安
倍
改
造
内
閣

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

は
9
月
20
日
に
行
わ
れ
た
自

民
党
総
裁
選
で
、
石
破
茂
元

幹
事
長
を
破
り
、
連
続
3
選

を
果
た
し
た
。
10
月
2
日
に

は
内
閣
改
造
・
党
役
員
人
事

を
行
い
、
第
4
次
安
倍
改
造

内
閣
が
発
足
し
た
（
左
掲
）
。

閣
僚
は
、
麻
生
太
郎
副
総

理
兼
財
務
相
、
菅
義
偉
官
房

長
官
ら
が
留
任
し
、
厚
生
労

働
相
に
は
再
入
閣
と
な
る
根

本
匠
氏
を
起
用
。
あ
と
の
12

人
は
初
入
閣
で
、
総
務
相
に

石
田
真
敏
氏
、
地
方
創
生
・

規
制
改
革
・
男
女
共
同
参
画

担
当
相
に
片
山
さ
つ
き
氏
、

復
興
相
に
渡
辺
博
道
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
就
い
た
。

自
民
党
執
行
部
は
、
二
階

俊
博
幹
事
長
、
岸
田
文
雄
政

調
会
長
が
留
任
し
た
。

表 第4次安倍改造内閣閣僚名簿 ※敬省略、首相官邸ＨＰから本紙作成

備考
衆

衆

衆

衆
衆
衆
衆
衆

参

衆
衆
衆
衆
衆

参

衆

衆

衆

参

衆

氏名
安倍 晋三

麻生 太郎

石田 真敏

山下 貴司
河野 太郎
柴山 昌彦
根本 匠
𠮷川 貴盛

世耕 弘成

石井 啓一
原田 義昭
岩屋 毅
菅 義偉
渡辺 博道

山本 順三

宮腰 光寛

平井 卓也

茂木 敏充

片山さつき

櫻田 義孝

職 名
内閣総理大臣

内閣法第九条の第一順位指定大臣（副総理）、
財務大臣、内閣府特命担当大臣（金融）、デフレ脱却担当

総務大臣、
内閣府特命担当大臣（マイナンバー制度）

法務大臣
外務大臣
文部科学大臣、教育再生担当
厚生労働大臣、働き方改革担当
農林水産大臣

経済産業大臣、産業競争力担当、
ロシア経済分野協力担当、原子力経済被害担当、
内閣府特命担当大臣（原子力損害賠償・廃炉等支援機構）

国土交通大臣、水循環政策担当
環境大臣、内閣府特命担当大臣（原子力防災）
防衛大臣
内閣官房長官、沖縄基地負担軽減担当、拉致問題担当
復興大臣、福島原発事故再生総括担当

国家公安委員会委員長、国土強靱化担当、
内閣府特命担当大臣（防災）

一億総活躍担当、行政改革担当、国家公務員制度担当、
領土問題担当、内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策、
消費者及び食品安全、少子化対策、海洋政策）

情報通信技術（ＩＴ）政策担当、
内閣府特命担当大臣（クールジャパン戦略、知的財産戦略、
科学技術政策、宇宙政策）

経済再生担当、全世代型社会保障改革担当、
内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

内閣府特命担当大臣（地方創生、規制改革、男女共同参画）、
女性活躍担当、まち・ひと・しごと創生担当

東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大
会担当

伝伝統統ががつつななぐぐ 心心ののききずずなな

デカンショ節に合わせて踊る
【写真提供＝篠山市】
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平
成
30
年
度
地
方
議
会
図

書
室
等
職
員
研
修
会
（
主
催

＝
専
門
図
書
館
協
議
会
）
が

8
月
30
日
に
開
催
。
江
藤
俊

昭
山
梨
学
院
大
学
大
学
院
研

究
科
長
・
法
学
部
教
授
の
講

演
や
田
村
靖
広
市
政
専
門
図

書
館
副
館
長
の
日
野
市
立
図

書
館
市
政
図
書
室
の
事
例
報

告
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

基
調
講
演

｢地
方
議
会
図
書
室
の
変
革
｣

〜
争
点
情
報
の
宝
庫
と
し
て

の
議
会
図
書
室
の
充
実
に

つ
い
て
〜

山
梨
学
院
大
学
大
学
院

研
究
科
長
・
法
学
部
教
授

江
藤

俊
昭
氏

議
会
改
革
に
お
い
て
議
会

事
務
局
や
議
会
図
書
室
の
支

援
体
制
は
重
要
で
あ
る
。
特

に
議
会
図
書
室
は
、
議
会
の

み
な
ら
ず
主
権
者
教
育
や
市

民
教
育
の
大
切
な
場
と
し
て

存
在
す
る
。

副
題
を
争
点
情
報
の
宝
庫

と
し
て
の
議
会
図
書
室
と
し

た
が
、
議
会
図
書
室
に
は
デ

ー
タ
や
文
献
な
ど
の
形
式
情

報
に
加
え
、
自
治
体
の
現
在

の
問
題
や
将
来
の
課
題
な
ど

を
含
め
た
「
争
点
情
報
」
が

集
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

住
民
に
開
放
す
る
こ
と
が
住

民
自
治
に
重
要
で
、
地
方
自

治
法
で
は
、
議
会
図
書
館
を

「
一
般
に
利
用
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

本
来
は
議
員
だ
け
で
な
く
、

住
民
に
開
放
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
で
は
、

議
会
図
書
室
が
な
い
、
あ
っ

た
と
し
て
も
物
置
や
議
員
控

室
の
本
棚
が
図
書
室
兼
ね
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
自
治
体

も
あ
る
。

議
会
図
書
室
の重

要
性
の
変
化

議
会
改
革
と
は
、
住
民
が

地
域
経
営
の
重
要
な
権
限
は

議
会
が
持
っ
て
い
る
と
気
付

く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
条
例

や
予
算
決
算
、
市
町
村
合
併
、

契
約
、
財
産
取
得
な
ど
も
首

長
で
は
な
く
議
会
が
決
め
る
。

議
員
と
首
長
の
二
元
代
表
制

で
は
、
両
者
の
緊
張
関
係
を

保
つ
た
め
に
政
策
競
争
が
重

要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
議
会

の
意
思
を
示
す
た
め
、
議
員

間
の
討
議
を
行
い
、
合
意
形

成
し
た
上
で
、
長
に
意
思
を

述
べ
る
と
い
う
議
員
間
討
議

も
必
要
で
あ
る
。

議
会
が
変
わ
っ
て
い
く
以

上
、
議
会
事
務
局
も
変
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
議

員
間
討
議
を
ど
の
よ
う
に
議

事
に
織
り
込
む
か
を
提
案
す

る
な
ど
に
加
え
、
住
民
と
歩

ん
で
い
く
意
識
を
持
ち
、
議

会
と
住
民
の
架
け
橋
に
な
る

必
要
が
あ
る
。

議
会
図
書
室
の
役
割
の
変
化

議
会
図
書
室
は
一
般
に
利

用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

積
極
的
に
住
民
に
開
放
す
る

議
論
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。

国
は
資
料
を
議
会
図
書
室

に
送
る
こ
と
、
県
レ
ベ
ル
で

は
関
係
資
料
を
市
町
村
の
議

会
図
書
室
に
送
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
議
会
図
書
室
に
は
多
数
の

文
献
が
集
ま
っ
て
い
る
。
政

策
提
言
能
力
を
高
め
る
と
と

も
に
住
民
と
歩
ん
で
い
く
議

会
図
書
室
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

そ
れ
に
は
住
民
へ
の
開
放
度

や
調
査
・
研
究
、
監
視
や
政

策
提
言
な
ど
の
能
力
を
高
め

る
等
の
方
向
が
あ
る
。
一
例

と
し
て
公
立
図
書
館
と
の
連

携
で
あ
れ
ば
、
最
初
は
資
料

収
集
の
連
携
や
時
事
の
争
点

の
文
献
を
公
立
図
書
館
か
ら

借
り
て
議
会
図
書
室
に
置
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

重
要
な
争
点
情
報
は

議
会
に
あ
る

争
点
情
報
を
知
る
こ
と
の

重
要
性
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

①
争
点
情
報
を
知
る
こ
と
で
、

ス
ル
ー
さ
れ
て
い
た
議
案
が

争
点
で
あ
る
と
審
議
で
明
ら

か
に
な
る
。
傍
聴
者
が
少
な

い
と
嘆
く
議
会
が
あ
る
が
、

議
案
を
争
点
化
し
な
い
議
会

に
住
民
が
興
味
を
持
つ
こ
と

は
な
い
。

②
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

や
会
派
の
視
察
な
ど
の
報
告

書
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る

調
査
結
果
と
と
も
に
、
将
来

の
争
点
情
報
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
上
で
の
質
問
と
答
弁
は
、

第
一
級
の
争
点
情
報
で
あ
る
。

③
陳
情
・
請
願
は
、
地
域
の

重
大
問
題
の
出
現
で
あ
り
、

こ
れ
を
知
る
こ
と
で
議
論
が

活
発
化
さ
れ
て
い
く
。

住
民
と
歩
む
議
会
の
基
盤

と
し
て
、
議
会
図
書
室
は
争

点
情
報
を
保
有
し
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
る
。

争
点
情
報
は
自
治
体
の
歴
史

の
結
晶
で
あ
る
。

公
立
図
書
館
・
市
政
資
料
室

な
ど
と
の
連
携

議
会
図
書
室
は
議
会
と
隣

接
す
る
必
要
は
な
い
。
立
川

市
で
は
議
会
図
書
室
と
市
政

資
料
室
が
連
結
し
て
い
る
。

菊
川
市
や
田
原
市
は
公
立
図

書
館
と
議
会
図
書
室
が
連
携

し
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
補

助
）
を
行
っ
て
い
る
。
公
立

図
書
館
内
に
議
会
図
書
室
を

配
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
住
民
自
治
の
推
進
で
あ

れ
ば
、
公
立
図
書
館
に
議
事

録
や
委
員
会
の
会
派
の
視
察

報
告
書
な
ど
が
集
ま
っ
た
議

会
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
そ

こ
に
議
会
独
自
で
購
入
し
た

図
書
を
入
れ
る
方
法
も
あ
る
。

近
年
、
文
部
科
学
省
は
自

治
体
と
大
学
が
提
携
を
し
た

場
合
、
補
助
金
を
支
出
す
る

こ
と
と
し
、
連
携
が
急
激
に

広
ま
っ
て
い
る
。
大
津
市
で

は
さ
ら
に
大
学
図
書
館
と
連

携
し
て
い
る
。

ま
と
め
と
し
て

新
た
な
議
会
図
書
室
は
、

新
た
な
議
会
を
つ
く
り
出
す

た
め
の
支
援
策
と
い
う
の
が

重
要
点
。
新
た
な
議
会
が
向

地
方
議
会
図
書
室
等

―
議
会
図
書
室
が
今
で
き
る
こ
と

職
員
研
修
会
の
概
要

【
5
面
へ
続
く
】

講演する江藤山梨学院大学教授
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事例報告する田村市政図書館副館長

か
う
先
に
、
議
会
事
務
局
の

役
割
、
議
会
図
書
室
の
役
割

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

監
視
能
力
、
政
策
提
言
能

力
の
た
め
優
れ
た
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
機
能
が
重
要
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
想
定
し
な
が
ら
、

住
民
自
治
を
進
め
て
い
く
と

い
う
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と

も
重
要
。
そ
の
上
で
、
地
元

の
公
立
図
書
館
や
県
議
会
、

国
会
図
書
館
と
の
連
携
な
ど

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
4
面
か
ら
続
く
】

事
例
報
告

日
野
市
立
図
書
館

市
政
図
書
室
を
訪
ね
て

〜
議
会
図
書
室
と

公
立
図
書
館
の

連
携
の
可
能
性
を
探
る
〜

市
政
専
門
図
書
館

副
館
長

田
村

靖
広
氏

中
小
都
市
の
議
会
図
書
室

と
公
立
図
書
館
の
連
携
の
視

点
で
、
日
野
市
立
図
書
館
市

政
図
書
室
を
訪
問
し
た
。
概

要
と
参
考
に
な
る
点
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

概
要
に
つ
い
て
。
日
野
市

は
東
京
都
の
西
部
に
位
置
し
、

人
口
は
昨
年
時
点
で
約
18
万

人
。
農
業
と
工
業
団
地
、
住

宅
団
地
も
あ
る
自
立
型
の
住

宅
都
市
。
日
野
市
立
図
書
館

市
政
図
書
室
は
、
7
つ
あ
る

分
館
の
1
つ
。
昭
和
40
年
に

図
書
館
条
例
が
公
布
さ
れ
る

と
す
ぐ
に
移
動
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
、
48
年
に
中
央

図
書
館
が
開
館
、
市
政
図
書

室
は
52
年
に
開
館
し
た
。
職

員
は
、
司
書
の
有
資
格
者
が

常
勤
で
3
人
と
交
代
勤
務
の

嘱
託
2
人
の
計
5
人
。

蔵
書
は
全
体
で
4
万
8
0

0
0
冊
。
雑
誌
は
約
1
2
0

タ
イ
ト
ル
。
新
聞
は
全
国
紙

6
、
政
党
紙
5
、
都
政
新
報
、

地
域
新
聞
な
ど
。
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
は
、
新
聞
記
事
検
索
、

官
報
検
索
、
法
律
・
判
例
検

索
。
行
政
情
報
は
ｉ
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｐ
と
47
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
。

年
間
図
書
購
入
費
は
1
9
4

万
円
、
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

使
用
料
が
2
3
4
万
円
。

資
料
の
収
集
方
針
に
つ
い

て
。
日
野
市
に
関
す
る
資
料

は
、
形
態
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
全

て
収
集
。
歴
史
・
地
誌
に
関

し
て
は
旧
武
蔵
国
を
収
集
。

行
政
資
料
は
国
、
東
京
都
、

多
摩
地
域
の
市
町
村
の
主
要

な
計
画
書
、
予
算
・
決
算
書
、

調
査
報
告
書
、
統
計
書
を
収

集
し
て
お
り
、
特
に
財
政
資

料
を
重
視
。
議
会
の
議
事
録

な
ど
も
収
集
し
て
い
る
。

年
間
利
用
実
績
に
つ
い
て
。

貸
出
人
数
が
5
3
9
6
人
。

貸
出
冊
数
が
1
万
5
1
9
7

冊
。
複
写
が
8
7
7
9
件
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
9
7
2
件
。

議
員
・
議
会
関
係
者
が
利

用
す
る
際
の
特
徴
に
つ
い
て
。

行
政
・
地
方
自
治
分
野
の
雑

誌
の
利
用
が
多
い
。
海
外
や

国
内
の
情
報
、
特
定
テ
ー
マ

の
長
期
間
継
続
し
た
情
報
を

求
め
る
傾
向
が
あ
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
特
徴
。

行
政
職
員
は
法
令
の
解
説
・

判
例
、
官
報
情
報
な
ど
が
多

く
、
議
員
は
施
策
の
先
進
事

例
・
失
敗
事
例
な
ど
が
多
い
。

具
体
例
と
し
て
、
他
自
治
体

で
の
災
害
発
生
時
の
学
校
の

対
応
事
例
、
土
地
利
用
の
変

遷
な
ど
が
あ
る
。

市
政
図
書
室
の
ポ
イ
ン
ト
。

公
立
図
書
館
は
地
域
資
料
や

行
政
資
料
が
少
な
い
傾
向
が

あ
る
な
か
、
40
年
前
か
ら
行

政
資
料
に
重
点
を
置
い
た
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
他

自
治
体
で
は
あ
ま
り
例
が
な

い
。
ま
た
、
中
央
図
書
館
が

開
館
す
る
前
に
移
動
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
施
設

よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
優

先
し
た
こ
と
も
大
事
。
市
政

図
書
室
を
開
設
し
て
行
政
資

料
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
議

会
支
援
で
あ
り
、
行
政
支
援

で
も
あ
り
、
市
民
自
治
へ
の

貢
献
で
も
あ
る
と
の
こ
と
。

日
野
市
か
ら
学
べ
る
こ
と

に
つ
い
て
。
選
挙
公
約
、
施

政
方
針
、
議
会
質
疑
、
計
画

書
案
、
地
方
創
生
戦
略
、
予

算
な
ど
か
ら
争
点
情
報
に
注

意
を
向
け
る
こ
と
。
次
に
そ

の
争
点
情
報
の
関
連
資
料
を

市
立
、
県
立
図
書
館
な
ど
で

検
索
し
て
一
覧
に
ま
と
め
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発

信
す
る
こ
と
。
新
着
案
内
で

は
な
く
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

文
献
を
ま
と
め
情
報
発
信
す

る
。
議
会
図
書
室
は
利
用
者

を
資
料
的
側
面
か
ら
応
援
し

て
く
れ
る
と
信
頼
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
。
図
書
室
の
資
料

と
設
備
と
人
員
は
後
か
ら
増

や
せ
ば
よ
い
。

な
お
、
資
料
収
集
に
は
市

政
専
門
図
書
館
も
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
雑
誌
の
論

文
が
全
国
か
ら
検
索
で
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
コ
ピ
ー
を
郵

送
し
て
い
る
。

激
甚
災
害
指
定
を
閣
議
決
定

政
府
は
9
月
28
日
の
閣
議

で
、
▽
平
成
30
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
災
害
▽

平
成
30
年
8
月
20
日
か
ら
9

月
5
日
ま
で
の
間
の
暴
風
及

び
豪
雨
に
よ
る
新
潟
県
岩
船

郡
粟
島
浦
村
等
の
区
域
に
係

る
災
害
―
を
、
そ
れ
ぞ
れ
激

甚
災
害
の
指
定
と
適
用
す
べ

き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
を
決
定
し
た
（
ど
ち
ら
も

10
月
1
日
公
布
・
施
行
）
。

適
用
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
が
行
う
公
共
土
木
施
設
や

農
地
な
ど
の
復
旧
事
業
に
対

す
る
国
庫
補
助
率
の
嵩
上
げ

な
ど
が
行
わ
れ
る
。
適
用
措

置
は
①
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別

の
財
政
援
助
②
農
地
等
の
災

害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助

の
特
別
措
置
③
農
林
水
産
業

共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
の
補
助
の
特
例
―
な
ど
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

は
9
件
の
措
置
が
、
新
潟
県

岩
船
郡
粟
島
浦
村
等
の
区
域

に
係
る
災
害
に
は
4
件
の
措

置
が
適
用
さ
れ
る
。
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※
年
表
記
が
な
い
も
の
は
30
年

▼
議
長

▽
那
珂
川（
30
・
10
・
1
市
制
施
行
）

髙
原
隆
則（
29
・
4
・
10
）

▽
本
庄

田
中
輝
好（
2
・
15
）

▽
御
殿
場勝

間
田
幹
也（
2
・
15
）

▽
志
布
志

西
江
園
明（
2
・
20
）

▽
南
丹

今
�
不
悖（
2
・
22
）

▽
那
珂

君
嶋
寿
男（
3
・
5
）

▽
甲
斐

長
谷
部
集（
5
・
15
）

▽
相
生

吉
田
政
男（
5
・
15
）

▽
藤
井
寺

岡
本

光（
5
・
17
）

▽
秩
父

木
村
隆
彦（
5
・
18
）

▽
奈
良

東
久
保
耕
也（
6
・
26
）

▽
二
本
松

本
多
勝
実（
7
・
3
）

▽
尼
崎

波
多
正
文（
7
・
10
）

▽
米
子

渡
辺
穣
爾（
7
・
12
）

▽
西
尾

石
川
伸
一（
7
・
17
）

▽
宮
津

北
仲

篤（
7
・
19
）

▽
蕨

小
林
利
規（
7
・
24
）

▽
立
川

佐
藤
寿
宏（
7
・
26
）

▽
加
古
川

原
田
幸
廣（
7
・
26
）

▽
越
前

川
崎
悟
司（
7
・
30
）

▽
千
曲

荻
原
光
太
郎（
7
・
31
）

▽
可
児

澤
野

伸（
8
・
8
）

▽
常
陸
大
宮淀

川
茂
樹（
8
・
9
）

▽
松
阪

中
島
清
晴（
8
・
9
）

▽
淡
路

太
田
善
雄（
8
・
9
）

▽
刈
谷

伊
藤
幸
弘（
8
・
10
）

▽
常
陸
太
田

成
井
小
太
郎（
8
・
21
）

▽
知
立

田
中

健（
8
・
27
）

▽
八
代

福
嶋
安
徳（
8
・
27
）

▽
小
矢
部

福
島
正
力（
9
・
2
）

▽
上
野
原

田
中
英
明（
9
・
3
）

▽
長
浜

松
本
長
治（
9
・
3
）

▽
新
居
浜加

藤
喜
三
男（
9
・
4
）

▽
高
崎

柄
沢
髙
男（
9
・
5
）

▽
伊
達
（
福
島
）

髙
橋
一
由（
9
・
7
）

▽
柏

山
中
一
男（
9
・
7
）

▽
名
張

川
合

滋（
9
・
7
）

▽
安
芸

小
松
文
人（
9
・
10
）

▽
土
佐
清
水永

野
裕
夫（
9
・
14
）

▽
綾
部

高
橋

輝（
9
・
18
）

▽
高
砂

今
竹
大
祐（
9
・
18
）

▽
大
洲

押
田
憲
一（
9
・
19
）

▽
松
原

三
重
松
清
子（
9
・
20
）

▽
香
美

比
与
森
光
俊（
9
・
25
）

▽
摂
津

嶋
野
浩
一
朗（
9
・
26
）

▼
副
議
長

▽
那
珂
川（
30
・
10
・
1
市
制
施
行
）

原
口
憲
雄（
29
・
4
・
10
）

▽
曽
於山

田
義
盛（
29
・
12
・
1
）

▽
本
庄

清
水
静
子（
2
・
15
）

▽
御
殿
場

田
代
耕
一（
2
・
15
）

▽
南
丹

廣
瀨
孝
人（
2
・
22
）

▽
那
珂

古
川
洋
一（
3
・
5
）

▽
入
間

鈴
木
洋
明（
3
・
20
）

▽
別
府

森

大
輔（
3
・
23
）

▽
仙
北

黒
沢
龍
己（
5
・
8
）

▽
南
足
柄石

川
貴
久
雄（
5
・
14
）

▽
甲
斐

小
澤
重
則（
5
・
15
）

▽
相
生

岩
崎

修（
5
・
15
）

▽
藤
井
寺

�
野
廣
志（
5
・
17
）

▽
秩
父

髙
野

宏（
5
・
18
）

▽
鯖
江

丹
尾
廣
樹（
6
・
22
）

▽
館
山

石
井
敬
之（
6
・
27
）

▽
奈
良

森
岡
弘
之（
6
・
27
）

▽
広
島

今
田
良
治（
6
・
28
）

▽
富
士

小
池
智
明（
6
・
29
）

▽
二
本
松

堀
籠
新
一（
7
・
3
）

▽
蓮
田

中
野
政
廣（
7
・
9
）

▽
尼
崎

北
村
章
治（
7
・
10
）

▽
米
子

岩
﨑
康
朗（
7
・
12
）

▽
西
尾

永
山
英
人（
7
・
17
）

▽
文
京

田
中
和
子（
7
・
18
）

▽
宮
津

星
野
和
彦（
7
・
19
）

▽
蕨

保
谷

武（
7
・
24
）

▽
立
川

福
島
正
美（
7
・
26
）

▽
加
古
川

玉
川
英
樹（
7
・
26
）

▽
越
前

小
玉
俊
一（
7
・
30
）

▽
千
曲

小
玉
新
市（
7
・
31
）

▽
紋
別

鈴
木
敏
弘（
8
・
8
）

▽
可
児

伊
藤

壽（
8
・
8
）

▽
常
陸
大
宮大

貫
道
夫（
8
・
9
）

▽
松
阪

堀
端

脩（
8
・
9
）

▽
長
浜

西
邑
定
幸（
8
・
9
）

▽
淡
路

田
尾

成（
8
・
9
）

▽
刈
谷

黒
川
智
明（
8
・
10
）

▽
常
陸
太
田高

星
勝
幸（
8
・
21
）

▽
知
立

稲
垣
達
雄（
8
・
27
）

▽
小
矢
部

藤
本
雅
明（
9
・
2
）

▽
清
瀬

中
村
清
治（
9
・
3
）

▽
秦
野

山
下
博
己（
9
・
4
）

▽
高
崎

根
岸
赴
夫（
9
・
5
）

▽
城
陽

一
瀬
裕
子（
9
・
6
）

▽
柏

助
川
忠
弘（
9
・
7
）

▽
名
張

阪
本
忠
幸（
9
・
7
）

▽
安
芸

小
松
進
也（
9
・
10
）

▽
土
佐
清
水浅

尾
公
厚（
9
・
14
）

▽
金
沢

小
阪
栄
進（
9
・
18
）

▽
綾
部

森

義
美（
9
・
18
）

▽
高
砂

川
端
宏
明（
9
・
18
）

▽
大
洲

二
宮

淳（
9
・
19
）

▽
松
原

野
口
真
知
子（
9
・
20
）

▽
八
潮

林

雄
一（
9
・
21
）

▽
東
金

土
肥
紀
英（
9
・
25
）

▽
香
美

島
岡
信
彦（
9
・
25
）

▽
摂
津

福
住
礼
子（
9
・
26
）

▽
小
牧

稲
垣

守（
9
・
28
）

▼
事
務
局
長

▽
那
珂寺

山
修
一（
29
・
4
・
1
）

▽
那
珂
川（
30
・
10
・
1
市
制
施
行
）

小
川
愛
子（
29
・
4
・
1
）

▽
釧
路

若
生
貴
仁（
4
・
1
）

▽
登
米

丸
山

仁（
4
・
1
）

▽
湯
沢

東
海
林
亮
二（
4
・
1
）

▽
高
岡

安
東
浩
志（
4
・
1
）

▽
射
水

谷
口
正
浩（
4
・
1
）

▽
小
矢
部

唐
嶋

宏（
4
・
1
）

▽
昭
島

遠
藤
英
男（
4
・
1
）

▽
あ
き
る
野山

際
由
晃（
4
・
1
）

▽
葛
飾

中
島
俊
一（
4
・
1
）

▽
南
足
柄

山
岸
和
規（
4
・
1
）

▽
常
陸
太
田笹

川
雅
之（
4
・
1
）

▽
入
間

國
田
清
男（
4
・
1
）

▽
藤
井
寺

角
田
伸
夫（
4
・
1
）

▽
野
洲

瀬
川
俊
英（
4
・
1
）

▽
加
古
川

松
本
恭
明（
4
・
1
）

▽
新
見

廣
重
忠
男（
4
・
1
）

▽
四
国
中
央石

村
泰
彦（
4
・
1
）

▽
久
留
米

野
口

正（
4
・
1
）

▽
八
代

國
岡
雄
幸（
4
・
1
）

▽
別
府

狭
間

章（
4
・
1
）

▽
佐
伯

伊
東
浩
三（
4
・
1
）

▽
い
ち
き
串
木
野

岡
田
錦
也（
4
・
1
）

▽
曽
於

持
留
光
一（
4
・
1
）

▽
志
布
志

藤
後
広
幸（
4
・
1
）

▽
文
京

竹
越

淳（
7
・
8
）

議議
会会
人人
事事
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